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論文題目
ユーモアスタイルが学校適応感に及ぼす影響

――ポジティブなパーソナリティ特性に焦点をあてて――

本 文 概 要

【目的】近年,大学生活にうまく適応できずに留年や休学,退学に至る大学生が増えており,その予防的

アプローチの研究が求められている。本研究においては,環境への適応に重要な要因の 1つと考えられ

ているユーモアに着目し，その内容に焦点をあてるとともに，ユーモアを表出する者のパーソナリティ

特性がユーモアスタイルに与える影響，及びユーモアスタイルが学校への適応感に与える影響につい

ての検討を行う。特に,ポジティブなパーソナリティ特性に焦点をあてるため,エゴ・レジリエンスと楽

観性を取りあげる。

【方法】大学生 252名(男性 60名，女性 189名，不明 3名)を対象に質問紙調査を実施した。平均年齢

は 19.9歳(SD＝1.12)であった。

【結果・考察】エゴ・レジリエンスと楽観性がユーモアスタイルを媒介して，友人満足感,大学生活適

応感にどのように影響を及ぼしているかについて,構造方程式モデリングを用いて検討した。その結果,

エゴ・レジリエンス,楽観性がユーモアスタイル(親和的ユーモア,自己高揚的ユーモア)に正の影響を

与えており,ユーモアスタイル(親和的ユーモア,自己高揚的ユーモア)は,友人満足感に正の影響を与え

ていた。さらに,友人満足感は学校適応感(親近感,課題・目的意識,存在評価,自己肯定)に正の影響を与

えていた。他方, ユーモアスタイル(親和的ユーモア,自己高揚的ユーモア)は, 学校適応感(親近感,課

題・目的意識,存在評価,自己肯定)に正の影響を与えていた。エゴ・レジリエンスと楽観性が親和的ユ

ーモア,自己高揚的ユーモアを含むユーモアスタイルに正の影響を与えており,その機能を高めていた

ことについては,エゴ・レジリエンスが高い者はストレス状況下においても,自我を調整し,豊富な視点

から自己を客観的に見ることにより，ポジティブなユーモアスタイルを高めているのではないかと考

えられる。また,楽観性の高い者は,ポジティブな感情が生じやすく,ポジティブな側面のユーモアスタ

イルを表出しやすくなっていると考えられる。親和的ユーモア,自己高揚的ユーモアを含むユーモアス

タイルが友人満足感尺度に正の影響を与えており,その意識を高めていたことについては,ポジティブ

な側面のユーモアスタイルは，円滑な対人関係の構築を促す効果があったため友人との関係における

満足感を高めていたと考えられる。友人満足感親近感が課題・目的意識,存在評価,自己肯定を含む学校

適応感に正の影響を与えており,その意識を高めていたことについては,友人関係の満足感により,大学

が居心地の良い場所であると感じることになり,大学への適応感が高くなっていると考えられる。他方,

親和的ユーモア,自己高揚的ユーモアを含むユーモアスタイルが親近感,課題・目的意識,存在評価,自

己肯定を含む学校適応感に正の影響を与えており,その意識を高めていたことについては,大学生の学

校においての適応感に関して,必ずしも友人との関係のみに影響されるわけではなく,勉強の面

や,先生との関係などの要因も考えられる。そのため,ポジティブなユーモアスタイルは,教師との

関係や学業の面に影響し,学校への適応感を高めているのではないかと考えられる。本研究の結果

から,エゴ・レジリエンスと楽観性が高いことがポジティブなユーモアスタイルを高める要因であり,

そのことが友人満足感を媒介し,あるいは直接，学校への適応感を高めていることが明らかになった。

以上のことから,ユーモアスタイルをふまえ大学生が学校での適応感を高めるためには，エゴ・レジリ

エンスと楽観性というポジティブなパーソナリティ特性が重要であることが示唆された。


